
現在、少子高齢化が急激に進み、今まで以上に地域における支え合いが重要視され

るようになってきました。これからの時代、支え上手・支えられ上手になることも必

要です。

このフォーラムで地域をより身近に感じてもらい、新座市にどんな活動があるのか

を知るきっかけにし、様々な活動に参加してみましょう。

発行：令和元年８月ニイザ

を開催するゾゥ♪

日時：令和元年９月２９日（日）
１０：００～１２：３０

（９：００開場）

会場：新座市民会館 ホール

※お子様と一緒に入場できます。保育希望の方は事前に福祉政策課までお問合せください。

入場無料

保育あり

要約筆記

手話通訳



①東一ＫＩＮＤ ②東二よつばの会 ③西部圏域協議体

④南部圏域協議体 ⑤北一圏域協議体 ⑥北二圏域協議体 （報告順）

「お互い様の地域づくり-支え支えられの関係づくり-」

講演者：佐藤 陽（さとう あきら） 氏

十文字学園女子大学人間生活学部人間福祉学科教授、ボランティアセンター長。

社会福祉協議会福祉活動専門員、自治体の保健福祉部福祉課地域福祉係主任を経て現職。

新座市地域福祉計画・新座市社会福祉協議会地域福祉計画推進委員会副委員長。

専門は福祉教育、地域福祉、ボランティア。

＜第１部＞ 基調講演 （１０：１０頃～）

＜第２部＞ 協議体 活動報告 （１１：４０頃～）

「地域で支えあうこと、助けあうこと」の大切さ、必要性について

講演いただきます。

プログラム

☆ロビーでは、地域で活動する団体のパネル展示も開催します☆

ぜひお立ち寄りください！

我が事・丸ごと支えあい講座を開催

開催日程（全５回開催）
①10/20(日) ９：００～１２：００

②10/30(水) １０：００～１２：００

③11/19(土) ９：００～１２：００

④11/20(水) １０：００～１２：００

⑤12/11(日) ９：００～１２：００

会場：新座市役所 対象：支えあいに興味がある方

内容：仲間づくりや地域でのネットワークづくりを通じて、地域活

動などの担い手として活動していただくことを目的とした講

座です。

（※事前申込制です。受講を御希望の方は福祉政策課までご連絡ください。）



東部第一圏域(片山、池田、野寺、道場) 東１ KIND
とういち か い ん ど

【協議体】７名参加

1．協議体の愛称表記について：東一KIND（カインド）⇒ 東１ KIND
とういち か い ん ど

２．支えあいフォーラムの舞台発表と展示パネル作成について

・発表内容の確認、修正、発表練習

・展示パネル使用写真の検討

３．有償ボランティア組織（住民参加型）立ち上げに向けて

・「地域で支えあえるゴミ出しサポート」の運営イメージ図検討

東部第二圏域(畑中、馬場、栄、新塚) 東二よつばの会

【協議体】1６名参加

「就労継続支援Ｂ型事業所 ここから」に伺い、実際に行う場所である多目的室で東二よつばの会を開催し

ました。

『世代を超えてふれあう場所つくり』の構想や具体的な内容や周知するにあたり活動の名前の検討は、次回

も引き続き行うこととなりました。考えてきてくれた名前は次回に発表していただきます。

9月２９日（日）の参加メンバーの方が作成したフォーラムの発表内容の確認・修正を行い、当日はパワー

ポイントを使用することになりました。

西部圏域(本多、あたご、菅沢、野火止１～４丁目、西堀、新堀)

協議体参加者：１０名

★引き続き、今後のテーマについて協議を行った。

「身近な支えあいのしくみづくり」について、実際に行われている地域の活動の発表を含めて様々な意見や情

報があげられた。

西部地区おける子ども、子育て世代と高齢者の関わり情報

○保育園、児童センターが行う地域との交流事業

○小学校で行われている昔遊び会(高齢者と児童の交流)

※9月 29日開催のフォーラムについて

舞台発表とパネル作成の各担当毎の作業日を決定した。

令和元年７月 活動報告

次回協議体開催予定

東部第一圏域：９月１６日（金）１３:３０～１５:３０ 中央公民館

東部第二圏域：９月２６日（木）１０:００～１２:００ 畑中公民館

西部圏域 ：９月１３日（金） ９:３０～１１:３０ 新座市役所

※参加を希望の場合は、福祉政策課までご連絡ください。



問合せ 新座市役所 福祉政策課 生活支援コーディネーター

TEL:048-424-4693 FAX:048-482-5221

次回協議体開催予定

南部圏域 ：９月１１日（水）１４:００～１６:００ 堀ノ内集会所

北部第一圏域：９月 ４日（水）１０:００～１２:００ 東ふれあいの家

北部第二圏域：９月２０日（金）１３:３０～１５:３０ 北野ふれあいの家

※参加を希望の場合は、福祉政策課までご連絡ください。

北部第二圏域(中野、大和田、新座、北野)

【協議体】７月の協議体は、２７名が参加。次の事項を協議しました。

１．活動報告：シルバー人材センター。成年後見制度について、パンフレットを使って制度の概要を解説。

２．フォーラム：活動報告・パネル展示について。

３．グループ討議：各グループで今後解決すべき課題を決める。

高齢：ひきこもりや外出するのが困難な人をどうすれば外に連れ出すことができるかを検討。

障がい：障がいのある人が日常的に地域の中で活躍できる場を探し出し、地域の担い手になる方法を検討。

子育て：子ども、子育て中の親、高齢者、障がいのある人など、さまざまな人の交流の場として既存の

イベントを利用できる方法を検討。

４．１０月以降の協議体開催日程。

北部第一圏域(東北、東、野火止５～８丁目)

【協議体】今回は９名の方が参加されました。

1.第１層協議体の報告（報告書代読） 2.メンバーの地域での活動紹介（就労支援の店「まるまる工房さん」

とひきこもり就労支援活動の「新座自然宿さん」）

3.支えあいフォーラムのプレチラシからフォーラムの内容を検討 ４.フォーラムの発表原案（壇上での発表

とパネル発表）を全員で検討して修正を加えました

【北一トピックス】

・いつもサポーターさんが手を貸してくださる子育て支援センター「つぼみ」そこで知り合い、演奏活動を

している子育て世代ママのお二人。この方々が、今度は自分達が高齢者の方のためにと、北一で開催されるサ

ロンで、１時間ほどの演奏を披露して下さいました。童謡のコーナーでは、皆さんも大合唱で笑顔の一時間。

南部圏域(石神、栗原、堀ノ内)

☆「聞いて聞いてBOX」へ投函された内容のうち、「地域の居場所作り」を考えています。

・前回の会議では「ほっとスペースパオ」について話題がでました。ほっとスペースパオは地域住民の居

場所として長年運営をされ、運営の方法及び閉店するまでの経緯などを参加者で共有しました。パオの運

営方法も参考にしながら、居場所作りを進めていきます。

・現状、石神2丁目・堀ノ内2丁目地域には、民家が多くありますが、「地域住民が気軽に集える場」に

ついて、協議体としてはまだ発見できていません。どのような場所だったら活用できるか多くの意見が出

されました。

・次回も引き続き、「居場所作り」に向けて検討します。

★南部協議体としても、フォーラムに向けて準備を開始しています！


